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新学期という言葉の響きと対照的に２学期の始まりをゆううつに感じる児童・生徒がい

ます。高校生を含む児童生徒の自殺者が８月・９月に多いことはその現れとも言えるで

しょう（厚生労働省「自殺対策白書」）。そこで、文部科学大臣から「夏休み後の学校が

はじまって、不安や悩みがあるみなさんへ」というメッセージが出されました。

新学期がスタートして一月が経過しました。この機会をとらえて自分自身を成長させ

ている児童・生徒がいます。

中学３年生の生徒は学習方法の改善に取り組んでいます。生徒はこれまで学習室２

(少人数対応)で自学自習してきましたが、数学を理解するため支援を願い出ました。

センターだより 第25号 令和５年10月２日

イエス！ 白岡市教育支援センター

初めて体験するレクチャーですが、支援員の問いかけによく反

応し質問をして積極的に臨みました。支援員が「疲れたのでは

ないか」と心配するほどです。英語、国語と教科の幅を広げてく

れるので支援員らもやりがいを感じ相乗効果となっています。

小学６年生の児童は毎日登校するようになりました。充実した

夏休みを過ごし、前向きな気持ちで新学期に臨んだに違いあり

ません。日に日に自信を深めていることでしょう。

卒業アルバムの撮影をきっかけに登校を続ける６年生の児童

もいます。これらの子たちは卒業や進学を視野に入れているの

かもしれません。目的意識があると、新学期は「現状を打破し自

分を前進させる」絶好のチャンスになることを示してくれました。

９月のカレンダー

自分にイエス!⇔自己肯定感

学校もセンターも

児童・生徒を温かく

迎える手立てをして

新学期に備えました。

安心して過ごし学習

や活動を楽しみたい

という子どもたちの

願いを学校関係者と

保護者、多くの大人

が共有しています。


